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宮島における 2004 年台風被害の実態と住民の意識 

谷屋 俊 

 

Ⅰ．はじめに 

世界遺産として知られる宮島が台風で大

きな被害を受けたことを知った。近年では、

1991 年台風 19号、1999 年台風 18号、2004

年台風 18 号、2005 年台風 14 号で大きな被

害を受けた。このような台風の大きな被害

を受ける地域の住民は、どのような防災意

識を持つのか、どのような対策を取ってい

るのか、その対策から学べることはなにか

を明らかにするために、調査を行った。 

図 1.研究対象地域 

 

Ⅱ．研究対象地域 

研究対象は、廿日市市宮島町で最も被害

が多かった商店街や厳島神社のある市街地

とした。（図 1） 

 

Ⅲ．従来の研究 

宮島における高潮災害に関わる従来の研

究の一つとして、台風 0418 号通過時の宮島

周辺の強風場に関する数値シミュレーショ

ンがある（丸山ほか、2005）。この研究では、

2004 年台風 18 号の強風による被害状況と

台風のシミュレーションされている。また、

この台風では過去最大の強風を伴い、厳島

神社の本社拝殿、西回廊、 客
まろうど

神社祓殿
じんじゃはらいでん

な

どの檜皮屋根がめくれ、能舞台の軒瓦の飛

散などの被害が出た。また回廊や平舞台、

高舞台、火焼前、左楽房などが高潮と波に

よって被害を受けたことも分かっている。

しかしながら、この研究では厳島神社の被

害のみの言及に留まっている。そこで本研

究では、宮島の住宅地の被害状況と住民の

防災意識について調べることを目的とした。 

 

Ⅳ．調査方法 

まず廿日市市役所宮島支所、廿日市市消

防本部廿日市市宮島支所に聞き取り調査を

行い、2004 年台風 18 号の被害の全体像を

つかみ、被害の出たところを中心に住民に

聞き取り調査を行った。聞き取りの内訳は、

浸水被害者10名、非浸水被害者6名である。 

 

Ⅴ．調査結果 

1. 台風 18 号の被害状況 

(1) 家屋における被害 

宮島における台風 18 号の被害について

まとめたものを表 1 に示す。表 1 の「地下」

「床上」「床下」への浸水被害以外は強風に

よる被害で、全被害件数の2/3を占める。 ま

た、住民への聞き取りから、「浸水被害は、

台風でなくても起こる程度のもので、特別

被害が酷かったわけではない」という声や

「91 年の台風 19 号の浸水被害の方が酷か

った」という声も聴くことができた。この

ことから、この台風は強風による被害が強
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烈であったことが分かる。 

 

図 2.内水氾濫箇所 

(2) 浸水被害の原因 

宮島支所と消防本部の聞き取りから、2004

年台風 18 号の浸水被害では、高潮や 

強風などによって海水が堤防を越えて入っ

てくる外水氾濫ではなく、海面が上昇した

ことによって下水道から排水できなくなり、 

マンホールや側溝から水が溢れ出る内水氾

濫が浸水の原因であることが分かった。 

 

 

 表１ 2004年台風 18号宮島町被害状況 
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図 3.湛水等深線図（単位は cm）

図 4.地形分類図 
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図 5.等高線図（単位は m） 

 

(3) 調査地域の地形分類と湛水深の分布 

消防、浸水地域の住民から得た聞き取り

結果を基に図 3 の湛水等深線図を作成した。

また、地形分類を図 4 に表し、等高線を図

5 に表した。図 3.は内水氾濫による浸水深

の分布を表しているが、この情報から商店

街のある厳島神社の東側と水族館のある西

側で大きな浸水が起こったことが分かる。

図 4.の地形分類は、埋め立て地Ⅰ（江戸時

代）、埋め立てⅡ（1970 年代）、谷底平野、

砂州の 4 種類に分類した。なお、これは「地

形分類図」（国土交通省土地・水資源局国土

調査課、1979）を参考に作成した。 

図 5.の等高線は地図に明記されているデー

タと実際の見聞を基に、主に 0.2m 毎線を

引いた。 

湛水等深線図（図 3）と地形分類図（図 4）

の比較から、浸水被害は、埋め立て地Ⅰ、

Ⅱと谷底平野の一部である。湛水深分布図

（図 3）と等高線図（図 5）の比較から、お

よそ標高 3.0m より高い地域で、浸水被害

を受けていない。 

 

2. 行政の水害対策 

(1) ハザードマップ 

ハザードマップは、2010 年に宮島支所か

ら各家庭に配布された。宮島町の商店街及

びその周辺を中心について聞き取り調査を

行った。質問事項は、「宮島支部から配布さ

れたハザードマップについて知っているか」

また「そのハザードマップを使っているか」

の 2 点を聞き、その結果を表 2 に現した。 
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表 2.ハザードマップの認知と活用 

（全体から浸水被害者を抜いた非被害者の

内訳は括弧内の数字で示した。） 

 

 浸水被害者、非被害者に関わらず、ハザ

ードマップの認知度が高いが、ハザードマ

ップがあまり参考にされていないことも分

かる（表 2）。この背景には、浸水被災地域

の住民は、自宅周辺の浸水被害について十

分に認知しているという事実がある。ハザ

ードマップは、広島県高潮・津波浸水想定

区域図を参考にして作られている。その高 

潮・津波浸水想定区域図は、調査時点の海 

岸防御施設の現状を考慮し、高潮・津波が

発生した場合に想定される浸水状況をシミ

ュレーションにより求めたものである。こ

の広島県高潮・津波浸水想定区域図は、外

水氾濫しか想定していない。また、河川の

氾濫、内水氾濫は考慮していない。しかし

ながら、頻発しているのは、内水氾濫によ

る浸水である。そこで、市の防災課は過去

の浸水被害箇所もハザードマップに追加記

載している。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハザードマップの認知 認知 非認知 

 
16（6） 0（0） 

ハザードマップの活用 活用 未活用 

 
2（1） 14（5） 
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(2) ハード対策 

商店街付近の海岸には堤防があり、防潮

扉（図 7）が設置されている。商店街の西、

堤防が途切れる所に陸閘
りっこう

（図 8）がある。

陸閘は、やむをえない理由で堤防が連続し

ていない場合、暫定的な措置として、洪水

や高潮時に堤防の機能を確保するために締

め切ることのできる施設であり、容易に閉

塞できる構造となっている。海水位上昇時

にはこれを閉じることで、商店街は海水浸

入から守られている。これらの設備がある

ことで、外水氾濫はほぼ無くなった。  

 

図 7.防潮扉 

 

図 8. 陸閘 

 

 (3) 消防団の活動 

台風時の消防団の活動は、主にポンプ車

を使い、マンホールや側溝から溢れ出た水

を海へと放出する。2004 年台風 18 号襲来

時も、排水作業を行ったが、被害を防ぎき

ることは出来なかった。しかしながら、そ

の後住民の口コミにより、水が溢れる箇所

を把握でき、そのマンホールから事前に放

水することで、大幅に浸水被害を防ぐこと

が出来るようになった。ところが、最近で

はゲリラ豪雨などで下水道の排水量を超え、

内水氾濫が起こると、短時間に雨水があふ

れて浸水することもある。またこれらの情

報の把握や共有が不十分であり、現場隊長

の経験的判断に依存し過ぎていることが指

摘される。浸水被害の多い宮島において、

今現在ではこの消防団の活動が極めて重要

な役割を担っている。今後、行政は消防団

が上手く機能しない場合の対策も考える必

要がある。 

 

3. 住民の防災意識 

(1) 浸水地域と非浸水地域 

浸水地域（主に商店街）の住民は、行政

側に浸水被害や対策について様々な具体的

提案を出すほど、防水意識は高い。しかし、

宮島支所の職員と住民との間に防災対策に

ついて意見の食い違いも見られた。防災情

報をいかに円滑に、住民からの支持を集め

られるかという点が課題として挙げられる。

一方、非浸水地域の住民は水害に関して、

非常食・懐中電灯の確保程度しか対策を講

じておらず、意識の差が見られる。 

 

(2) 避難意識について 

表 2 の聞き取り結果と同様、商店街及び

その周辺住民を中心に「2004 年台風 18 号

時に避難をしたか」また「自宅あるいは店
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舗で防水対策を取っているか」を尋ね、そ

の結果を表 3 に表した。 

表 3.住民の避難、防災意識 

 

表 3 からほとんどの方が避難した経験がな

い。避難した方も、行政の勧告によってし

かたがなく避難をしている。避難所の宮島

市民センターで聞き取りを行ったところ、

実際に避難してくるのは、避難の必要があ

る方ではなく、独り身で寂しいという理由

が大半占める。宮島の住民はあまり避難を

する傾向にない。その理由として考えられ

るのは、浸水箇所の多くが商店街であるた

め、避難するという意識よりも店を守ると

いう意識の方が強いということであろう。

水害に対する意識は高いが、避難するとい

う意識がないというのが現状である。 

 

 

図 9.嵩
かさ

上げした店舗 

(3) 店舗の工夫 

少数であったが、お店の土台を高くして、

明らかに防水を意識している店舗もあった

（図 9）。また、気づかない程度に傾斜がつ

いているお店は多く見られた。他にも、外

水の侵入を防ぐため、店舗のシャッターに

ビニールシートをかぶせ、そのビニールシ

ート上に土嚢を置くという対策を取る店舗

もあった。昔ながらの店舗は、店舗と家が

繋がっているものが多く、家の入口を 50cm

程度高くし、浸水を防ぐ工夫がとられてい

る。 

 

Ⅵ．考察 

1. 浸水被害について 

湛水等深線図（図 3）と等高線（図 5）を

対応させると、氾濫箇所から低い土地の方

へ向って水が流れ、湛水していくことが考

えられる。また湛水等深線図と地形分類図

（図 4）を比較すると、最も被害が大きい

商店街付近は、江戸時代の埋め立てで出来

た地盤の上に存在する。そのことから、埋

め立てで出来た土地は低く、なだらかな地

面が続くため、地形的にも浸水被害が起こ

りやすい。一方、谷底平野は急な斜面が多

いため、浸水被害が出ても狭い範囲で治ま

る。湛水等深線図とハザードマップ（図 6）

との比較から、ほとんどの箇所が、過去の

浸水実績箇所と一致することが分かる。よ

って、ほぼ浸水域は決まって江戸時代の埋

め立てであり、いつも同じ箇所で浸水が起

こると考えられる。 

 

2. 行政の水害対策について 

行政の水害対策は、外水氾濫に対してや、

消防団の排水活動は効果的であるが、ハザ

ードマップが住民の関心を引くものでない

避難の経験 有 無 

（過去の避難も含む） 1（1） 15（5） 

水害対策 有 無 

 
11（1） 5（5） 
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という問題がある。これを解決する方法の

1 つとして動的なハザードマップの活用な

どが考えられる。その好例として三重県尾

鷲市では動く津波ハザードマップを公表し

ている。これは、シミュレータによって計

算された災害情報の伝達状況や住民の避難

状況、人的被害の発生状況などをアニメー

ションの形で分かりやすく表現している。

動く津波ハザードマップは、避難のタイミ

ングや災害情報の伝達タイミングなどを視

覚的に理解できるもので、関心を引くであ

ろう。直接台風の対策にはなっていないが、

動くハザードマップを通じて、ハザードマ

ップに関心を持ってもらうことで、台風を

含む様々な防災につながると考えられる。 

 

3. 住民の水害意識について 

表 3 の水害対策からも分かるように、住

民の水害対策意識は、浸水地域か否かで大

きく異なり、特に商店街（生活がかかって

いる方）は極めて意識が高い。 

また、宮島はほぼ浸水地域が決まっている

ため、このように被害の出る地域の住民の

水害対策意識は高く、被害の出ない地域の

住民は水害に対しての意識が低いと考えら

れる。 

 

Ⅶ．まとめ 

1. この台風の特徴は強風で、浸水被害は

全体の 1/3 程度であった。 

2. 宮島市街地では、いつも同じ箇所で浸

水被害が起きる。それは埋め立て地Ⅰと埋

め立て地Ⅱと谷底平野の一部である。 

3. ハザードマップは、住民の関心をより

引きつける様な工夫が必要である。 

4.  現在、宮島市街地で一番効果的な浸水

被害対処法は消防団の活動であるといえる

が、課題や問題点も存在する。 

5. 水害に対する意識は、浸水地域か否か

で大きくことなる。水害に対する意識が高

くても、避難する方は極少数である。 
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